
家庭学習の手引き（高学年）

１ 家庭学習の目標

２ 家庭学習の３ヵ条

第１条 家庭学習は、自分の学び方を身に付け、自分から進んで取り組む学習です。

【主体的な学習の定着化】

第２条 家庭学習は、授業とつないだ学習ととらえ、学習の要点を整理し、まとめる学習です。

『宿題＋５分間復習＋自主学習＋１分間予習』を毎日継続します。 【基礎学力の定着】

授業 ⇒ 復習・予習 ⇒ 授業 ⇒ 復習・予習 ・・・

第３条 家庭学習は、学習の理解を自分で判断し、目標と計画を立てて取り組むサイクル学習です。

【自己マネジメント力の定着】

３ 学習時間のめやす

高学年の家庭学習のめやすは、『学年×１０＋１０分』です。

【５年生が６０分、６年生が７０分】が目安！

４ ５分間復習と１分間予習

５ 家庭学習の取組について

（１） 家庭学習のとらえ方について

（２） ５分間復習と自主学習について

５分間復習 １分間予習

１ 今日学習したところの教科書のページを開

きましょう。

２ 学習したところの教科書を音読して内容を

ふり返りましょう。

３ 学習の要点やまとめに線を引きながら、自分

の考え方を見直し、まとめましょう。

１ 教科書を開き、次時に学習するところ

を読みましょう。

２ 新しい学習は何なのか、問いは何なの

か、考えましょう。

３ 大切なことばやまとめの文は、線を引

きましょう。

〇 ５分間復習と自主学習は、セットで考えます。

〇 ５分間復習では、教科書を開き、今日の授業の学習をふり返りながら、正しい知識と考

え方を確かめます。

〇 自主学習は、自主学習ノートを開き、教科書の問題、特に、自分がよくわからなかった

問題にチャレンジし、学習の要点をまとめながら解いていきます。授業でやったときと考

え方を比べて、自分のまちがいを直していくことが大切です。

主体的な学習の定着化 基礎学力の定着 自己マネジメント力の育成

家庭学習 宿題 ５分間復習 ＋ 自主学習 １分間予習
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６ 自主学習のメニュー

★ 基本のメニュー

○ 教科書の問題で自分がよく分からなかった問題やまちがった問題をときながら、学習で大切な

ことを整理し、まとめる。

→「７ 自主学習ノートの例」の①②③④を見てみましょう！

★★ くりかえし練習が必要な学習メニュー

→「７ 自主学習ノートの例」の⑤⑥を見てみましょう！

★★★考えをまとめたり、興味関心を広げたりする学習メニュー

→「７ 自主学習ノートの例」の⑦⑧を見てみましょう！

＜国語＞

○ ドリルやワークを使った漢字の練習

○ わからない言葉の意味しらべと短文作り

〇 学習した漢字を使った短文作り

〇 教科書の視写

〇 ローマ字の練習

〇 テストのまちがい直し

＜算数＞

○ ドリルやワークを使った計算練習

○ 教科書のほじゅう問題

〇 テストのまちがい直し

〇 １００マス計算

＜国語＞

○ 同じ読みの漢字調べ

○ 同じ部首の漢字調べ

○ 作文（自分の考え、しょうかいなど）

○ ニュースや新聞の感想のまとめ

○ 俳句・短歌作り

○ 日記

○ 読書（読んだページと感想も書く）

○ ことわざ、慣用句(かんようく)調べ

＜社会＞

○ 知りたいことの調べ学習

・ 都道府県と県庁所在地

・ 国旗

・ 日本地図帳（川、山脈、海流、名産品な

ど）

・ 歴史上の人物

＜算数＞

○ 学習したことの発展問題

○ 他の国の計算の仕方調べ

○ 学習したことの他の考え方まとめ

＜理科＞

〇 知りたいことの調べ学習

・ 星座 昆虫 植物など

＜その他＞

○ 料理と調理（体によい献立、栄養素など）

○ 音ぷや記号調べ

○ 今学習している曲や歌へのドレミつけ

○ なわとびなどいろいろな運動にチャレンジ

〇 筋力トレーニング（どんなことを何回したか

やポイントなどをまとめる）
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７ 自主学習ノートの例

＜国語科 自主学習例①＞☆

＜国語科 自主学習例②＞☆
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算
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